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吉田忠生 ・吉田明子: ユカリの表皮細胞に含まれる 「油体Jについて Tadao 

Y OSHIDA and Meiko Y OSI-IIDA : ‘Oil globules' found in the cortical cells of 

PlocamiU1n te炉問匂E

ユカリ属 Plocallliu山のM4わが合ハロゲンモノテ

ノレペンJ1f1の化合物を含有していることはすでに女LIられ

て いるの，¥iJ¥1979)。これら!防総性化合物が刻1IJ1包内の

どの様な部分に局在しているかについては知見がない

ようである。

1980年 10月に宮城県怯，(Whjでユカ リP.telfcuriae 

をJ采集する機会があったので， その生{小を顕微弱'~-I~ で

制察した。ぷj支出IIIJI包の殆どすべてに Fig.1のような

ilil休と考えられる桃造が 1(Iolずつ合まれていた。 九iI休

の大きさはl白径 8μ111くらいで，);R )f~に近く， 1)'1 i~\に

も特別な構造はなく ， よく光を):1:析して輝いて見え

る。 併休、の生|長毛しているl頃頁端/部司部iでは Fi沼g.2のように生

長J人点白，IJ，

の1占刻刺制:11川11川11川附IJ川l月胞!泡包まではれ刈仙11附付休込を合んでオお4らず， それよりiil、部分

でれ11休の形成が，;忍められる。 ソゾ!iJ!， Lall rellciaで9;11

Figs. 1，2. 'Oil globllles' in cortical cells 

of Plωoca川 tυ凶，“川tυJ川J川，.t化どIJa引J川r川.γ川J
30μ111 1 

られているサクランボ小体 corpsen cerise 古|王1.

吉田1974)と巡って，ユカリの打iI体には凹みや糸状の

柄などの特};j'f耐色はなし、。

この様な拘11体は生きている))(.)自制胞の"J"に存在す

る。加熱したり 7元ノレ 7 リンやエチJレアノレコ ーノレを

加えることにより訓11胞が死んで色素体など‘のk:IIIJI包構造

が不明瞭になるとJUこ削|体も不明瞭になり見えなくな

ってしまう。この状態もソソl茂のサクランボ小体とは

奥なっている。

FELDMANN (1942)はすでに地中ifli産の P.cocci-

lleulll (=P. cartilagi/lellm)の広間創IIJI包中に光をよく

加折する蛋白質性の含有物があることを指摘してい

る。これはおそらくユカ リで見られる小球と同じもの

であろう。

ユカリ JrJ!，とJ，;J械に合ハロゲン化合物を多量に合むソ

ソ胤については YOUNGet al. (1980)により サク ラ

ンボ小休に九ぷ化合物が局在することがli'{{i認された。

ユカ リ属においては合ハ ロゲン化合物がこの小);j(状の

拘iI体に局在するかどうかの菌放の~iE 拠はない けれど

も，その可能性は大きいと考えられる。

ユカリの合名成分に関しては北大理学部有機化学教

室において目下研究中である。(060札幌市北区北 10

条i!..Y8丁目北海道大学理学部{漬物学教室，061-11札幌

m\広，I;I， III j"松JI~ 1I 1j" 2-4-9) 
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